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平 成 ２ ５ 年 度 事 業 結 果 報 告 書  

社会福祉法人岐協福祉会 

  

 概 要 

 社会福祉法人岐協福祉会は、昨年度に大洞岐協苑開設２０周年の節目を迎え、平成２５

年度は「新たな２０年」の第一歩として、岐阜市地域包括支援センター東部の受託経営を

開始し、岐阜市東部地域における真の総合福祉拠点としてスタートをきりました。 

 運営面では、新規事業（岐阜市地域包括支援センター東部の受託経営）に関連する諸経

費、グループホーム大洞岐協苑の介護支援専門員欠員に伴う介護報酬減額、日野岐協苑の

落雷事故（平成２５年９月）による施設整備費の支出、大洞岐協苑の高圧受電設備の修繕

費の支出もありましたが、経常活動収支では法人全体で１億円の収支差額があり、運営費

等積立及び減価償却額積立へ所要額を積み立てました。 

 県の事業である「緊急雇用創出基金事業」にて介護雇用プログラム職員（介護職員初任

者研修コース）を５名採用し、人材の育成と介護実務を学んでいただきました。 

 また、職員研修については、新人研修・安全衛生教育・月例苑内研修・外部研修・海外

研修への参加等を実施し、職員の介護技術・接遇技術・資質向上を図りサービスの質の向

上に努めました。 

  

１ 本部事業 

（１）大洞岐協苑における介護保険指定事業及び受託事業 

   介護老人福祉施設事業、短期入所生活介護及び介護予防短期入所生活介護事業、通

所介護及び介護予防通所介護事業、訪問介護及び介護予防訪問介護事業、居宅介護支

援事業、並びに地域密着型サービスたる認知症対応型共同生活介護事業、介護予防認

知症対応型共同生活介護事業及び軽費老人ホームであるケアハウスの運営を実施し、

適切な事業運営を行なった。また、地域包括支援センターから介護予防サービス利用

希望者のケアプラン作成業務、岐阜市から介護認定調査業務を受託し、地域に密着し

た事業の推進に努めました。 

   平成２５年４月から岐阜市地域包括支援センター東部を受託開始し、窓口相談業

務・出張相談所（バロー芥見店・岩田店）での相談業務・権利擁護業務など、在宅高

齢者に対する包括的支援事業及び自立支援業務を積極的に行いました。 

 

（２）介護付有料老人ホーム日野岐協苑における地域密着型特定施設入所者生活介護事業

及び短期入所生活介護及び介護予防短期入所生活介護事業が５年目に入り、安定した

利用が行われるようになった。また、岐阜市中心部近郊に多様な新規施設が続いて開

設する情勢ではあったが、介護付有料老人ホームでは、ほぼ満床状態が維持され、短
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期入所事業においても昨年度を若干上回る８３．５％の利用状況となりました。 

 

（３）地域福祉の機能強化 

   軽費老人ホーム（ケアハウス）及び地域交流スペースを活用し、岐阜市社会福祉協

議会が主催する介護予防教室の開催、ボランティアグループ及び地域の各種団体等に

よる交流行事を行った。 

   また、地域高齢者の「生きがい就労」支援として、Ｓパート枠（短時間の間接介護

業務）を企画し、平成２５年１２月の説明会を経て、平成２６年２月より試験的な実

施を行なった。 

 

（４）理事会 

   平成２５年９月１１日に理事・監事の任期が満了したが、全ての理事・監事が再任

となり、市橋理事長が再任された。 

   また、平成２５年１１月１８日に矢島監事がご逝去され、後任に多田喜代則監事が

委嘱された。 

① 平成２５年５月２８日（火）午後１時３０分 出席理事６名・監事１名 

② 平成２５年８月２８日（水）午後１時３０分 出席理事７名・監事１名 

③ 平成２５年９月１２日（木）午後１時３０分 出席理事７名・監事１名 

④ 平成２５年１２月２４日（火） 午後１時３０分 

出席理事７名（書面表決者２名）・監事１名 

  ⑤ 平成２６年３月２８日（金） 午後１時００分 

出席理事６名（書面表決者１名）・監事２名 

 

（５）監事会 

   平成２５年５月２４日（金） 午前１０時００分 出席監事 ２名、理事 １名 

 

（６）評議員会 

平成２５年９月１１日に評議員の任期が満了したが、全ての評議員が再任となった。 

   また、平成２５年１２月の監事交代に伴い、多田喜代則氏が評議員を辞任し監事に

選任され、新たに山田正行評議員が委嘱された。 

① 平成２５年５月２８日（火）午前１０時３０分 出席評議員１２名・監事１名 

② 平成２５年８月２８日（水）午前１０時３０分 出席評議員１４名・監事１名 

③ 平成２５年１２月２４日（火） 午前１０時３０分 

出席評議員１５名・監事１名 

  ④ 平成２６年３月２８日（金） 午前１０時００分   

出席評議員１２名・監事２名 
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（７）岐阜労働基準監督署の安全衛生指導 

  平成２５年７月９日に実施され、安全衛生管理体制及び労働災害事故予防活動につい

て指導を受けた。平成２６年８月８日に改善報告書を提出し、安全衛生教育と事故予防

活動の徹底を図った。 

 

（８）岐阜北税務署の調査 

平成２５年８月２２日・２３日に実施され、源泉徴収簿等について調査があり、会議

日当についての所得税の取扱い、敬老会等のアトラクションの謝礼についての源泉、中

途入社職員の扶養控除申告書及び前職での給与確認について指摘を受けました。指摘を

受け、適切な処理を実施するように努めた。 

 

（９）施設等の整備状況 

  平成２５年７月、特別養護老人ホーム正面玄関の自動ドアをナンバーロック式からワ

ンプッシュ式へと交換した。安全対策としてのナンバーロック式であったが、閉鎖的で

あり、岐阜市地域包括支援センター東部が設置されたことによる来苑者増加から交換工

事を実施した。 

平成２５年９月４日（水）１６時頃に日野岐協苑の屋上に設置するキュービクル式高

圧受電設備に雷が直撃し全館が停電しました。電源復旧に５時間ほどを要し、点検の結

果、多くの電気関連設備（キュービクルのＶＣＢ・テレビ共聴設備・扉の電気ロックシ

ステム・給水ポンプ・自動消火装置・パソコン接続システムなど）の修繕が必要となり、

施設の設備全般が完全復旧するまで３週間を要しました。 

また、大洞岐協苑においても定期的な電気設備点検にて、電気引き込み開閉器の経年

劣化及びキュービクル式高圧受電設備の真空遮断機（ＶＣＢ）が不良であるとの指摘を

受けたため、平成２５年１０月３１日（木）に部品交換の修繕工事を実施しました。な

お、修繕工事には４時間の全館停電が必要であったため、入苑者及び利用者へのサービ

スに十分配慮し、安全に実施することが出来ました。 

そのほか、経年劣化に伴う故障等は、その都度の対応にて部品交換や補修を実施した。

また、訪問介護事業所の訪問用軽自動車は購入から１４年が経過し、経年劣化に伴う故

障も続いていたので廃車とし、新しく訪問用軽自動車を購入しました。 

 

社会福祉事業 

特別養護老人ホーム大洞岐協苑事業結果報告書 

介護保険指定 岐阜県指定 第２１７０１００３０５号 

概要 

特別養護老人ホーム大洞岐協苑が行う指定介護老人福祉施設は、施設サービス計画（ケ

アプラン）に基づき、入浴や排泄、食事、相談など日常生活上の生活支援、機能訓練等施
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設サービスの適切な運営を確保するとともに、要介護状態にある高齢者に対し、その有す

る能力に応じ自立した日常生活を営むことができるよう援助に努めた。また、生きがいを

持って生活が出来るように個別ニーズの把握に努め、ニーズに即した処遇の充実を図った。 

入所に関しては、入院後の再入所について、回復状態を早期に見極めるとともに、難し

い方に対してはカンファレンスを開催し再入所について話し合った。また、入所申込者に

対して面接を実施し、常に入所待機者を５名以上確保する対策を講じ、入所申込者が少し

でも早く入所ができる対応に努めた結果、空床期間の減少につながった。 

また、１０月の精神科医の診察が１回であったため、精神科医療養指導加算の加算要件

を満たさないため加算の算定行なえず、１０月については報酬減となった。 

 

１ テーマ及び重点目標を掲げ、施設サービスの適切な運営の確保等に努めた。 

（１）平成２５年度のテーマ  

入苑者は、「心、体、頭」トータルで健康に生活できるように職員と協力していく。職

員は、「新しい２０年に向かって新鮮な気持ちで、入苑者の生活を豊かにする工夫を担当

者が中心になって取り組んでいく。」 

上記テーマに向かい、入苑者、職員一同達成できるよう努めた。 

（２）重点目標 

  歯科医と相談しながら、口腔機能の改善を図り、誤嚥性肺炎のリスクの軽減に努めた。

従来型特養の良い部分を考えながら、更に向上するように日々関心を持って行動した。 

 

２ 入苑者の処遇についての実施事項  

（１）施設サービス計画 

施設サービス計画の作成に当たっては、入苑者及びその家族の希望並びに入苑者の持

っている課題の把握に努め作成した。また、多職種協同でカンファレンスを行い、適切

なサービスを提供した。 

（２）介護サービス 

  施設サービス計画に基づき、入苑者の要介護状態の軽減又は悪化の防止及び入苑者の

心身の状況に応じた適切なサービスの提供に努めた。介護の基本に立ち返り、共感と傾

聴を基本としケアワーカーとしての時代に応じたスキルアップと資質向上に努めた。 

① １週間に２回以上、その状態に応じた適切な方法により、入浴及び清拭又は部分

浴を実施した。 

② 排泄の自立についての誘導、排泄訓練など必要な援助を行った。 

③ おむつの使用者には、形態別おむつの使用、随時交換など適切な介助を行った。

また、外部研修である介護力向上委員会を活用し「オムツ０」に向けての活動に

取り組み始めた。 

④ 口腔ケアは訪問歯科医のアドバイスを受けて、目標を設定しながら個別対応した。 
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⑤ 離床、着替え、整容等の介護を適切に行った。 

⑥ 入苑者の身辺の整理整頓に努めるとともに、室内の換気及び温度調整に注意を払

う等、よりよい生活環境の確保に努めた。 

⑦ 衣類の洗濯を適切に行う等、常に清潔なものを用いるよう注意を払った。 

（３）機能訓練 

入苑者の誰もが、毎日気持ち良く、楽しく、笑顔でいられるよう、その健康状態及び

運動能力を把握し、可能なかぎり機能の維持及び改善並びに健康の維持増進を図り、Ｑ

ＯＬ（生活の質）の向上を目指し、医師・機能訓練指導員・看護職員等との連携を密に

し、機能訓練を実施した。岐阜市実地指導（平成２５年１２月）より、機能訓練計画の

３ヶ月ごとの利用者及び家族への説明について指摘があり、確実に実施するよう改善を

図った。 

（４）食事サービス 

  刻み食やソフト食により安全な食事の摂取を図るとともに、多職種との連携により誤

嚥の防止に努めた。利用者満足度アップのため、新しいメニュー提案と嗜好調査を実施

しニーズの把握とリスクの改善、職員の意識向上を図り、栄養アセスメントの内容を充

実させる取り組みを進めた。委託事業所と連携し、月ごとの目標を決めて実行、献立会

議の実施、手洗いの徹底による衛生面の向上、調理技術の向上及び作業工程の合理化を

図った。摂取状況を観察し、管理栄養士、看護・介護職員との連携を図り適切な食事の

提供を図った。 

① 摂取困難な入苑者に対しては、食事形態の変更等を図った。 

② 朝食は、個人のニーズに対応できるよう洋風・和風の献立を提供した。 

③ 個人の好みに合わせて代替品を提供した。 

④ 昼食には、２ヶ月に１回バイキング方式の食事を提供した。 

⑤ 昼食には、週１回選択できる食事を提供した。 

⑥ 「おやつ」は、昔懐かしい「手作りおやつ」を月３回以上提供した。 

⑦ 食欲が増進する彩りと盛り付けに配慮した。 

 

（５）健康管理 

  入苑者の多様な疾患の実態を把握し、また家族や入苑者のニーズにこたえることがで

きるよう、介護職員等と協働し、健康の保持増進を図るとともに疾病の予防、異常の早

期発見と日常の健康状態の把握に努め、常に嘱託医その他かかりつけ医、家族等との連

携を図る、そのほか、必要に応じ専門の医療機関の診察を受け健康管理に万全を期しま

した。また、感染症である疥癬の患者が４名発生したが、徹底した感染予防及び対応の

見直しを行ったことで、感染の拡大が防止でき早期に治癒することができた。   

① 嘱託医の診察 

内科     週２回実施（月・金曜日）    



  6 

精神科    隔週（金曜日）                       

訪問歯科   週１回実施（水曜日） 

  ② 健康診断   年１回実施（胸部レントゲン、心電図、血液検査） 

  ③ 体重測定   月１回実施 

  ④ 予防接種   インフルエンザ予防接種を実施 

⑤ 職員の健康管理 

    健康診断  夜勤勤務職員 年２回実施   その他の職員 年１回実施 

    検便    直接処遇職員 年２回実施   その他の職員 年１回実施 

 

３ 会議等 

（１）職員会議 

月１回開催し、施設全体に共通する事業の行事、サークル活動、レクリエーション及

び種々の課題等について協議し、月間及び年間計画の企画若しくは実施について、検討

を加え効果的な推進を図った。 

（２）各事業責任者会議 

  月１回開催し、各事業所における諸問題について協議し、各事業所間の連携強化を図

った。 

（３）主任者等会議    

特養会議に名称を変更し、昨年度までの隔月開催から毎月開催へと変更し、フロアー

での検討課題についてより蜜に検討した。 

（４）介護職員会議 

月１回開催し、業務に携わる基本的な看護、介護、栄養等の知識・技術について、研

究あるいは意見交換を行い処遇の万全を期した。 

（５）ケアカンファレンス 

介護職員、看護職員、相談員、栄養士から委員を選び月２回開催し、あらかじめ整理

された入苑者・家族のニーズ、入苑者に関する情報等に基づき、個別の処遇方針を踏ま

え、入苑者一人ひとりの身体的、心理的、社会的な個別事情を考慮し、処遇の充実を図

るとともに、提供された情報の総合的な評価、見直しを行った。 

（６）給食委員会 

各職種より委員を選び月１回開催し、食事や行事等に対する意見交換を行うとともに、

担当委員から嗜好調査、残菜調査及び摂取状況等の報告を受け、よりおいしく、食べや

すい食事を提供できるよう検討を行った。 

（７）広報委員会 

職員の資質の向上を目指し、施設の運営状況、入苑者の近況及び各種行事等の情報を

職員に周知するとともに、家族及びボランティア等にもこの情報を発信するため、広報

機関紙「ほほえみ」を８月、１月の年２回発行した。 
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（８）行事委員会 

  入苑者の特性を十分把握し、趣味や興味を重視した計画を策定し、実施した。また、

個々の身体状況や日課を考慮しつつ、活動しやすい時間を設定した。 

（９）身体拘束改善委員会 

  入苑者の尊厳と主体性を尊重し、拘束を安易に正当化しない意識を持ち、身体拘束を

しないケアの実施に努めるため、年４回実施した。なお、やむを得ず身体拘束を実施し

ているときには月１回実施した。岐阜市実地指導（平成２５年１２月）より経過記録、

説明同意に不十分さが見られるとの指摘を受け、見直し・改善を図った。 

（10）事故防止委員会 

入苑者の事故を未然に防ぐために、個々のリスク・アセスメントを行うとともにヒヤ

リ・ハット、事故事例を集計するなど分析し、事故が１件でも少なくなるよう年４回実

施した。また、必要時はその都度実施した。 

（11）感染症対策委員会 

  苑内での感染症による感染を予防する体制を整備し、平常時から対策を実施するとと

もに、感染症発生時には感染の拡大防止のため、迅速で適切な対応を図ることができる

よう努めた。年４回実施した。また、必要時はその都度実施した。 

（12）入苑者懇談会   年３回実施（４・８・１２月） 

  入苑者の処遇の向上を図るため、入苑者代表と職員が意見交換を行った。１２月は場

所を２階食堂スペースで行うなどの工夫も行った。 

（13）家族会議    

年１回実施し、家族へ情報提供行うと共に意見交換を行った。 

（14）安全衛生委員会    

職場の安全衛生について、年１２回開催した。 

（15）優先入苑検討委員会   

優先入所の申し込みは年１４件あったが、１２件は優先入所の基準点数に満たない相

談であった。優先入所の基準点数を満たした２件については、優先入苑検討委員会をそ

れぞれ開催し、その結果、優先入所適当と判断し待機者名簿の上位とした。 

 

４ 研 修 

 介護職員等の資質の向上を図るため、苑内外研修に積極的に参加しました。 

① 苑内研修 新人研修、処遇研修、接遇研修等を実施した。 

② 苑内研修は年間予定に沿って年１１回実施した。 

③ 苑外研修は各機関が実施する研修会に多数参加した。 

④ 介護職員等は自主研修に努めた。 

⑤ 資格取得のための「介護福祉士勉強会」「介護支援専門員勉強会」を月２回程度行

った。 
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５ 非常災害対策 

 入苑者の安全を図るため、避難救出訓練を年２回実施するとともに、消防設備の保全及

び整備点検に努めた。１０月には消防立ち入り検査が行われたが、特に指摘事項はなかっ

た。また、大規模災害に備えて非常食を３日分常備している。 

 

６ 建物及び設備管理 

 建物及び設備等の保守点検を定期的に実施し、安心・安全な環境を整えた。また、より

よい生活環境の確保を図るため、１１月から苑外の園芸活動、清掃活動の活発化、苑内、

特に居室内の清掃を徹底して行った。また苑内・苑外の消毒、苑内の床ワックスの実施な

ど生活環境の向上に努めた。 

 

特別養護老人ホーム大洞岐協苑短期入所生活介護事業結果報告書 

介護保険指定 岐阜県指定 第２１７０１００３０５号 

 概要 

  要介護状態等となった高齢者に対し、安全かつ快適に施設を利用していただくた

めに利用者本位の生活づくりを目指し、施設において日常生活上の支援及び機能訓

練を行うことにより、高齢者の心身の機能の維持並びにその家族の身体的及び精神

的負担の軽減を図り、新規利用者の拡大、利用稼働率の向上に努める事が出来た。 

  そのために、地域の期待やニーズに応え、安心して在宅生活が送れるよう、利用

者一人ひとりに誠意をもって対応が出来た。 

 

１ 介護サービス 

  ① 居宅サービス計画に基づき、利用者の要介護状態の軽減又は悪化の防止及び

利用者の心身の状況に応じ適切なサービスの提供を行った。 

  ② 利用者に対し、１週間に２回以上その状態に応じ適切な方法により入浴、清

拭及び部分浴を実施した。 

  ③ 排泄の自立についての誘導、排泄訓練など必要な援助を行った。 

  ④ おむつの使用者には、形態別おむつ使用、随時交換など適切な介助を行った。 

  ⑤ 口腔ケア、離床、着替え、整容等の介護を適切に行った。 

  ⑥ 入苑者の身辺の整理整頓に努め、室内の換気、温度調整に注意を払い、落ち

着いた環境空間を提供した。 

  ⑦ 衣類は清潔に心掛け、洗濯を適切に行った。 

  ⑧ 心身の状況等を踏まえ、必要に応じて生活機能の改善又は維持のための機能

訓練を行う事が出来た。 
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２ 食事サービス 

  ① 摂取状況を観察し、栄養士、看護職員との連携を図り適切な食事の提供を図

る事が出来た。 

  ② 摂取困難な入苑者に対しては、食事形態の変更等を図る事が出来た。 

  ③ 朝食は、洋式・和式の献立を提供し、個人のニーズに合わせる事が出来た。 

３ 健康管理 

   利用者の健康の保持増進を図るとともに疾病の予防、異常の早期発見と日常の

健康状態の把握に努め、必要に応じ主治医又は嘱託医との連携を図る等、健康管

理に万全を期す事が出来た。 

 

老人デイサービスセンター大洞岐協苑事業結果報告書 

介護保険指定 岐阜県指定 第２１７０１００７９２号 

 概要 

 指定居宅サービスである通所介護事業の適正な運営を確保するとともに、要介護状態等

にある高齢者等に対し、可能な限り居宅において、その有する能力に応じ自立した日常生

活を営むことができるよう必要な日常生活上の生活指導及び介護サ－ビスを行い、利用者

が社会的孤立感の解消及び心身の機能の維持並びに家族の身体的及び精神的な負担の軽減

を図る事が出来た。 

 また、介護予防サ－ビスは「日常生活上の基本動作がほぼ自立し、状態の維持・改善可

能性の高い」軽度者の状態に即した自立支援と「目標指向型」のサ－ビス提供の推進に努

める事が出来た。土曜日の営業に関してはほぼ毎回１５名を超えた利用があり、ニーズの

把握と実施に努める事が出来た。 

 午後のレクリェーション活動の開始前及び帰り前に、音楽に合わせたリハビリ体操を行

い、利用者の筋力低下予防に努めた。 

１ 通所介護事業 

（１）通所介護計画 

   サービス提供の開始に際しては、居宅サービス計画に沿って利用者の心身の状況及

びその置かれている環境等を踏まえ、機能訓練等の目標、サービスの具体的な内容を

盛り込んだ通所介護計画を作成し、適切なサービスの提供に努めた。また、利用者の

利用状況をモニタリングし、家族、ケアマネージャーへの報告・連絡に努めた。 

（２）通所介護の内容 

  ① 生活指導（相談援助） 

    日常生活相談及び介護保険適用サービス相談を適切に行った。 

② 介護サービス 

    移動、入浴、食事、排泄等の介助及び見守り等のサービスを行った。 

③ 健康状態の確認 
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  心身の健康状態等体調の継続的な観察及び確認。体調不良時には、主治医、家族・

ケアマネージャーとの連携と適切な対応を行った。 

④ 食事 

利用者への栄養価と嗜好をもとに、個人の健康状態に配慮した食事の提供と食事

中の見守りと介助及び選択メニューによる自己選択の推進を行った。 

⑤ 入浴 

身体状況や体調に合わせて浴前・浴中・浴後の適切な介助・介護、特殊浴槽又は

一般浴槽により入浴又は入浴できない方へは清拭・更衣を行った。 

⑥ 送迎 

リフト付きバス等による送迎を主として実施しているが、家庭事情を考慮し、そ

れぞれの事情に応じて時間を調整し、ヘルパー等と連携を図り、個々のニーズに

合わせた送迎及び安全な運行に努めた。 

また、交通法令の遵守に努めスクールゾーン等の通行許可書等の取得を行った。 

⑦ 機能訓練 

    利用者の健康状態及び運動能力を把握し、可能な限り機能の維持及び改善並びに

健康の維持増進を図るため、機能訓練指導員、看護師等との連携を密にしＱＯＬ

（生活の質）の向上を目指し、機能訓練を実施した。 

⑧ 余暇活動 

    利用者間の交流を促進し、楽しみながら参加できるレクリェーション活動や創作

活動を計画的に実施した。 

また、個々の個性や創作意欲を尊重しゲーム等の機器を利用者様自ら手作りし、

ゲーム行事を行う事が出来た。 

２ 介護予防通所介護事業 

軽度者（要支援１・要支援２）の状態に即した自立支援と「目標指向型」のサ－

ビスを提供し、要支援状態の維持・改善に努めた。  

３ 介護予防・日常生活支援総合事業 

平成２５年８月より岐阜市介護予防・日常生活支援総合事業デイサービス事業を受託

したが、利用の相談なく実績は無かった。 

 

平成２５年度 大洞岐協苑訪問介護事業結果報告書 

介護保険指定 岐阜県指定 第２１７０１０１１３９号 

 概要 

  要介護状態等となった高齢者が可能な限りその居宅において、その有する能力に

応じ自立した日常生活を営むことができるよう、更に安心して、安全に暮らせるよ

う精神面の支援を含め、身体介護、生活援助等生活全般にわたる援助を行う事が出

来た。 
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  また、職員は仕事に誇りを持ち、常に利用者の気持ちを考えながら自立支援に努

め、チームで訪問介護に当たるため、業務の内容や手順、留意点を良く確認して、

職員間の連携を密にし、かかわる全てのヘルパーが統一した方法で介護サービスを

提供できるように努めた。特に、登録ヘルパーとの連携強化は重要で、登録ヘルパ

ーの資質向上のため研修の機会の確保に努める事が出来た。 

 

１ 訪問介護事業 

（１）身体介護中心型 

  ① 食事介助   嚥下や水分摂取状態に注意しながら介助を行った。 

② 入浴介助   身体状態に合わせ、入浴及び清拭、洗髪を行った。 

③ 排泄介助   トイレへの誘導、おむつ交換などを適切に実施した。 

④ 口腔ケア   食事後、口腔等の清潔保持のためブラッシングや義歯の手入れを

行った。 

⑤ 体位変換   自力で思うように体が動かせない方が床ずれを作らないよう、体

の向きを変えた。 

⑥ 衣類交換   着替えの準備や衣類の交換を行った。 

（２）生活援助中心型 

  ① 買物     調理に必要なもの、その他生活に必要な物品の買物を行った。 

  ② 調理     嗜好に合わせた献立による調理を行い、食事の準備、後片付けを

行った。 

  ③ 掃除     生活環境を整え、清潔が保てるよう掃除を行った。 

  ④ 洗濯     生活環境を整え、衛生が保てるよう着替え等衣類の洗濯を行った。 

⑤ 寝具の整理  シーツ交換、布団干し、ベッドメーキング等寝具の衛生保持を行

った。 

⑥ ゴミ出し   ゴミを取りまとめ、地域の指定場所へ出した。 

⑦ 相談助言   悩みなど拝聴し、関係者に報告した。 

２ 介護予防訪問介護事業 

  予防給付の訪問介護の対象者については、本人が自力で家事等を行うことが困難

な場合であって、家族や地域による支え合いや他の福祉施策などの代替サ－ビスが利用

できない場合について、適切なケアマネージメントに基づきサ－ビスを提供出来た。 

３ 介護予防・日常生活支援総合事業 

平成２５年８月より岐阜市介護予防・日常生活支援総合事業ホームヘルプ事業を受託

したが、利用の相談なく実績は無かった。 

４ 有償サービス 

  介護保険で対応できない内容のサービス（病院付添、窓拭き、庭の手入れ等）の支援

を行った。 
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平成２５年度 グループホーム大洞岐協苑認知症対応型共同生活介護事業結果報告書 

介護保険指定 岐阜県指定 第２１７０１０２４８３号 

 概要 

 グル―プホーム大洞岐協苑が行う認知症対応型共同生活介護事業は、要介護者であって

認知症の状態にある者に対し、家庭的な環境の下で入浴、排泄、食事等の介護その他の日

常生活上の世話及び機能訓練を行うことにより、入居者がその有する能力に応じ自立した

日常生活を営むことができるよう援助を行った。また、「自分でできることは自分で行なう」

との援助姿勢でケアを行なった。入居者の意思及び人格を尊重し、常に入居者の立場に立

ったサービスの提供に努めるとともに、季節感を大切にした心地よい日常生活を提供しま

した。平成２５年度は、優しく暖かな対応と言葉使いを基本に介護を実施した。また、日

課に転倒防止のための体力つくりとして散歩及び体操を取り入れ、食事は薄味、低糖など

の健康に留意したバランスの良いメニューを提供しました。 

 地域にて開催される「ふれあいサロン」へ積極的に参加し、地域とのかかわりを大切に

しました。 

 また、介護支援専門員の退職に伴い７月から９月の期間が未配置となり、その３ヶ月間

は介護報酬の減算対象となりました。 

 

１ サービスの取扱方針 

（１）サービスは、入居者の認知症の症状の進行を緩和し、安心して日常生活を送ること

ができるよう入居者の心身の状況を踏まえて行なった。 

（２）サービスは、入居者がそれぞれの役割を持って家庭的な環境の下で日常生活を送る

ことができるよう配慮し実施した。 

（３）サービスの提供に当たっては、入居者の生命又は身体を保護するため緊急やむを得

ない場合を除き、身体拘束その他入居者の行動を制限する行為を行わないよう努めた。 

２ 介護計画（ケアプラン） 

  介護計画は、計画作成担当者（介護支援専門員）が作成し、介護計画の作成に当たっ

ては、入居者の心身の状況、希望及び環境を踏まえ具体的な内容とした。 

３ 介護サービス 

サービスの提供に当たっては、介護計画に基づき入居者の心身の状況に応じ、自立支

援と日常生活の充実に資するよう適切に行い、食事及び家事などは入居者と職員が協働

で行なうよう努めた。 

４ 健康管理 

  入居者の多様な疾患の実態を把握し、健康の保持増進を図るとともに、疾病予防、異 

常の早期発見と日常の健康状態の把握に努め、健康管理に万全を期した。特に、入居者

の主治医とスタッフの連絡を密に実施した。 

  日常的に相談に応じ、食事摂取量や排泄状況の確認及び記録を実施し、週あたり２回
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の血圧測定と月あたり１回の体重測定を行い健康管理に努めた。また、冬期を迎える１

１月にインフルエンザ予防接種を実施した。 

５ 自己評価及び外部評価 

  グループホームの現状を多角的に分析し、改善を図りサービスの質を一層高めるため、

自己評価を実施した。また、９月に第三者による外部評価を受けた。 

６ 運営推進会議 

  地域住民又は自発的な地域活動との連携及び協力を行なうなど、地域との交流を深め

る目的にて運営推進会議を平成２５年１１月、平成２６年１月、３月に開催し、各回と

も家族２名の参加があった。 

７ 非常災害対策 

  入居者の安全を図るため、施設防火管理規程に従って、避難訓練を６月、１２月に実

施しました。また、消防設備の保全及び整備点検に努めました。 

 

平成２５年度 ケアハウス大洞岐協苑事業結果報告書 

概要 

 軽費老人ホームケアハウスは、身体機能の低下等が認められ、又は高齢のため独立し

て生活するには不安が認められる者等に対し、住居の提供を行った。 

 また、入居者の自主性を尊重し、入居者が明るく心豊かな生活ができるよう食事の提

供、入浴の準備、相談機能の充実、余暇活動の援助など職員間の連携体制を確立し処遇

に万全を期するよう努めた。 

１ サービスの提供 

（１）入居者に対して、親身になって相談に応ずるとともに適切な助言を行い、必要に

応じて行政及び居宅介護サービス等の実施者と十分な連携をとり積極的な援助を行

なった。また、高齢化・重度化傾向を考慮し、新たなサービスとして薬の服用援助を

行った。 

（２）入居者に対し毎日３食を栄養士の献立に基づき栄養バランスに留意し食事の提供

を行った。嗜好調査を半年ごとに行い、副食の代替え変更に対応した。 

（３）月曜日から土曜日まで大浴場を開放し、入居者の清潔に意を用いた。 

２ 生活の援助 

 入居者に対し、日常生活を楽しく明るく心豊かに生活できるよう、編み物、絵手紙、

生け花、麻雀、新たな取り組みとして昔遊びサークル、カラオケへの参加促進を図った。

また、遠足や外出ツアーなどの苑外活動を増やし、自立への援助とともに共同生活への

理解を深めた。そのほか、旅行会社のバス旅行、ＦＣ岐阜キャラバン体操教室、地域で

開催される介護予防教室への参加など自立生活の促進を図ることができた。 

３ 健康管理 
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 入居者の身体状況を把握し、健康の保持増進を図るとともに、疾病予防、異常の早期

発見と日常の健康状態の把握に努め、必要に応じ専門医の診察を受けるよう指示する等、

健康管理に万全を期した。また、心身機能の低下が見られる方へは、介護サービス利用

等の助言を行い、安定した生活が送れるよう努めた。 

 

平成２５年度 日野岐協苑短期入所生活介護事業結果報告書 

介護保険指定 岐阜県指定 第２１７０１０５０６４号 

 概要 

 介護付有料老人ホーム日野岐協苑が行う短期入所生活介護事業の運営を確保するととも

に、要介護状態等となった高齢者に対し、施設において日常生活上の世話及び機能訓練を

行うことにより、高齢者の心身の機能の維持並びにその家族の身体的及び精神的負担の軽

減を図った。 

 

１ 介護サービス 

（１）居宅サービス計画に基づき、利用者の要介護状態の軽減又は悪化の防止及び利用者

の心身の状況に応じ適切なサービスの提供を図った。 

（２）利用者に対し、１週間に２回以上その状態に応じた適切な方法により、入浴及び清

拭又は部分浴を実施した。 

（３）排泄の自立について必要な援助に努めた。トイレでの排泄を基本とし、随時・定時

のトイレ誘導を行った。おむつの使用者には、おむつ交換を適切に実施した。 

（４）口腔ケア、離床、着替え、整容等の介護を適切に実施した。 

（５）利用者の身辺の整理整頓に努めるとともに、室内の換気、室温の調整に十分注意を

払う等、よりよい生活環境の確保に努めた。 

（６）寝間着、下着類の洗濯に努め、常に清潔なものを用いるよう注意をした。 

（７）利用者の訴えを傾聴し、悩みや不安に対しての相談、励ましを行うと共に、安心し

た利用ができる環境づくりをおこなった。 

（８）利用中の状態について、家族・ケアマネに報告し安心していただくと共に、要望に

ついて聞き取り、満足度を意識したケアを行った。 

２ 機能訓練 

  利用者の健康状態及び運動能力を把握し、可能な限り機能の維持及び改善並びに健康 

  の維持増進を図り、利用者が家庭に戻ってからも安全に生活できるよう、医師、看護師、

介護職員等との連携を密に、機能訓練を行った。 

３ 食事サービス 

（１）摂取状況を観察するとともに、栄養士、看護職員、介護職員間の連携を密にし、適

切な食事の提供を図った。 

（２）咀嚼・嚥下機能低下防止の為に毎食前の嚥下体操や口腔内の清潔を保つよう毎食後
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の口腔ケアを行った。摂取が困難な入苑者に対しては、食事形態の変更を図る等、誤

嚥事故を防止する取り組みを行った。 

（３）利用者の嗜好を調査し、食の「楽しみ」となる行事食や隔月で手作りおやつの企画・

実施を行った。 

４ 健康管理 

（１）利用者の多様な疾患の実態を把握し、健康の維持を図るとともに、疾病予防、異常

の早期発見と健康状態の把握に努め、家族との連携を密にし、主治医と連携をとるほか、

必要に応じ専門医の診察を受ける等、健康管理に万全を期した。 

（２）利用者の体調不良、事故などについて、家族・居宅支援事業所との連携を取り合い、

情報の共有に努め、速やかに適切な対応を行った。 

５ その他 

（１）平成２５年６月に退所日間違いにより、家族不在の自宅に送り長時間そのままの状

態とする事故を起こした。事故を受け、入所退所管理を徹底的に見直し、再発防止に努

めた。 

（２）カラオケ機器を導入し、趣味活動を通じ利用者同士の交流促進を図った。 

（３）新規利用者に対し、利用後に利用中の様子や写真を添えたお礼状を送付した。家族

へのアピールとなり、次回の利用につながり、利用者の増加につながった。 

 

公益事業 

平成２５年度 在宅介護支援センター事業結果報告書 

介護保険指定 岐阜県指定 第２１７０１００１２３号 

 概要 

  指定居宅介護支援事業の適正な運営を確保するとともに、要介護等の認定を受けた高

齢者等が住みなれた場所で生活するために、利用者のニーズを各サービス実施事業者に伝

えて、必要なサービスの理解を求めながら、介護支援専門員が居宅サービス計画を作成し

適切に介護サービスの提供を図る事が出来た。 

特に、日々の実践のなかで、様々なニーズに応えるべく、広く関係機関・各事業所等と情

報を交換し、必要な知識を習得してケアマネジメントの質の向上に取り組むと共に、親切

丁寧な相談支援を行うことにより、信頼される指定居宅介護支援事業所となるよう努める

事が出来た。 

 

１ 居宅介護支援事業の内容 （介護保険事業） 

（１）居宅サービス計画は、居宅介護支援専門員により要介護等の認定者が自立した日常

生活を営むことができるよう、高齢者及びその家族の希望を踏まえて居宅サービス計

画を作成することが出来た。 

（２）居宅サービス計画は、保険給付の対象になるか否か、その種類、内容及び利用料等
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について高齢者又はその家族等に説明し同意を得る事が出来た。 

（３）居宅サービス計画に位置付けたサービス等は、サービス担当者会議又は照会等によ

りその担当者から意見を求める事が出来た。 

（４）居宅サービス計画は、介護認定審査会の意見又はサービスの種類の指定がされてい

る場合は、その内容にそって作成する事が出来た。 

（５）プラン作成後は、月１回は利用者宅を訪問し、サービスの実施状況を把握し、必要

に応じてプランを変更し事業所等へ連絡調整する事が出来た。 

（６）要介護状態等の更新は、要介護認定等の有効期間の満了の３０日前になされるよう

援助する事が出来た。 

２ 介護予防支援事業（岐阜市地域包括支援センター東部からの受託事業） 

 平成２５年度は、地域包括センターが大洞岐協苑内で開設されることに伴い、地域包括

センターとの連携を一層緊密におこない、介護予防支援と居宅介護支援の連携強化を図り、

地域包括ケアシステムの構築に向けて一翼を担えるよう推進する事が出来た。 

 

３ 要介護認定調査（岐阜市及び郡上市からの受託事業） 

介護保険の更新認定に必要な訪問調査を１ヶ月あたり３０件行なった。訪問調査後にす

みやかに調査票を作成し岐阜市に提出した。また、調査員としての技術向上のため、岐阜

市の実施する介護認定調査員研修に参加した。 

 

平成２５年度 岐阜市地域包括支援センター東部事業結果報告書 

概要 

岐阜市の委託事業である地域包括支援センターを平成２５年度より受託しました。事

業開始前には、岐阜市や地域との連携及び関係者との引継ぎを行い万全な状態にて開始

できるよう努め、４月１日から本格的に事業を開始した。地域の高齢者が支援や介護が

必要な状態又は認知症になったとしても、安心して在宅生活が送れるよう医療・介護・

福祉・地域関係機関との連携に努めた。 

 また、地域包括支援センター内に設置する介護予防支援事業所では、介護保険の要介

護認定で要支援の認定を受けた方に対し、要支援状態の維持向上及び悪化防止に繋がる

介護予防ケアプランを作成し、関係各所と連携し在宅生活の維持に努めた。 

 

１ 地域に密着したセンターとしての取り組み 

（１）岐協福祉会が開設するホームページの１頁に、包括支援センターの情報を掲載し、

インターネット上からの情報発信を行なった。また、独自に作成した包括便り「のん

びり通信」を年４回発行し包括支援センターの広報を行なった。 

（２）平成２５年９月より、第１・３週の水曜日をバロー芥見店、第２・４週の水曜日
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をバロー岩田店にて、出張相談窓口を開設し相談に応じた。相談者数が増加するよ

うに、立ち寄りやすく相談しやすい環境つくりを行った。 

（３）相談窓口用の資料の整理を行い、相談者が来訪しやすい環境つくりに努めた。 

 

２ 認知症高齢者に対するセンターとしての役割と支援策 

（１）地域住民を対象に「認知症サポーター研修」を年６回開催し、認知症の理解、望

ましい対応方法及び認知症サポーターについての研修を行った。地域の小学校や中学

校にはアプローチにとどまり、研修開催に至らなかった。 

（２）地域で開催されるサロンにて、介護予防や認知症予防及び脳トレーニングを実施

した。 

（３）独居である認知症高齢者への定期訪問を実施した。また、認知症高齢者を介護す

る家族に対して専門医療機関の紹介及び診療の同行支援を行った。 

 

３ 介護予防事業に対する取り組み 

地域の高齢者宅を訪問し、二次予防対象者の把握に努め介護予防教室等へ繋ぐことが

出来た。介護予防教室やサロンに参加し、広報活動に努めた。また、独自に作成した包

括便り「のんびり通信」にて、介護予防活動の周知を図った。 

 

４ 介護予防・日常生活支援総合事業 

 二次対象予防者（介護認定を受けていない65歳以上の高齢者で、岐阜市の基準を満た

す方）に対して、岐阜市が主催する「転ばぬ先の運動教室（運動器機能向上）」「おい

しく食べよう教室（口腔機能の向上）」「まめかな！元気脳教室（認知症の予防）」へ

の参加を働きかけ、介護予防プランを作成し状態の低下防止に努めた。また、平成２５

年８月からは岐阜市介護予防・日常生活自立支援事業ケアマネジメント事業として受託

契約となり、介護予防プランの作成について報酬が発生し、年間で４４件の実績があっ

た。 

◎年間実績 

転ばぬ先の運動教室 まめかな！元気脳教室 おいしく食べよう教室 予防プラン発生件数 

15件 37件 42件 44件 

なお、「おいしく食べよう教室」は前期にて終了した地域包括支援センターがあった

ため、平成２５年度のプラン料は発生無しと決定された。 

 

５ 介護予防支援事業 （介護保険指定 岐阜市指定 第２１００１００１８５号） 

 指定介護予防支援事業の適正な運営を確保し、要支援の認定を受けた高齢者等が住み

なれた場所での生活を続けていくため、利用者のニーズを把握し、フォーマル・インフ
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ォーマルな社会資源を組み合わせた介護予防ケアプランを作成し、適切な予防サービス

の提供が図れるよう調整を行った。広く関係機関・各サービス事業所等と情報を共有し、

必要な知識を習得して介護予防ケアマネジメントの質の向上に取り組んだ。 

また、東部地域に事業所のある７ヶ所の居宅支援事業所及び近隣地域にある７ヶ所の

居宅支援事業所（計１４事業所）と業務委託契約を結び、一定数の予防ケアプラン業務

を委託した。受託事業所とは連携を密にし、利用者の自立につながる介護予防ケアプラ

ンの作成に努めた。 

 

平成２５年度 介護付有料老人ホーム日野岐協苑事業結果報告書 

介護保険指定 岐阜県指定 第２１９０１００１８６号 

概要 

介護付有料老人ホーム日野岐協苑が行う指定特定施設入居者生活介護は、施設サービス

計画（ケアプラン）に基づき、入浴や排泄、食事、生活相談、健康相談など日常生活上の

介護、機能訓練等施設サービスの適切な運営を確保するとともに、要介護状態にある高齢

者に対し、その有する能力に応じ自立した日常生活を営むことができるよう援助に努めた。

また、生きがいを持って生活が出来るように個別ニーズの把握に努め、ニーズに即したケ

アの充実に取り組んだ。平成２５年度は地域の方々との交流をより深める取り組みを実践

し、余暇活動の充実を図った。 

 

１ 入苑者の生活についての実施事項 

（１）施設サービス計画 

施設サービス計画の作成には、入苑者及びその家族の希望並びに入苑者のニーズを把

握し６月、１２月を見直し月とし、カンファレンスを実施した。また、介護状況の変化

に合わせたカンファレンスを適時実施し、適切なサービスの提供に努めた。 

（２）介護サービス 

施設サービス計画に基づき、入苑者の要介護状態の軽減又は悪化の防止及び入苑者の

心身の状況に応じた適切なサービスの提供に努めた。 

① 週に２回以上、その状態に応じた適切な方法により、入浴及び清拭又は部分浴を

実施した。また、機械浴場においては観葉植物や風景画、癒しの音楽を流し、利用

者様にゆったりと入浴していただけるよう環境を整備した。 

② 排泄の自立についての誘導、排泄訓練など必要な援助を行った。 

③ おむつ使用者には、形態別おむつの使用、定時・随時交換など適切な介助を実施。 

④ 口腔ケア、離床、着替え、整容等の介護を適切に行った。 

⑤ 入苑者の身辺の整理整頓に努めるとともに、室内の換気及び温度調整に注意を払

う等、よりよい生活環境の確保に努めた。 

⑥ 衣類の洗濯を適切に行う等、常に清潔なものを用いるよう注意を払った。 
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（２）機能訓練 

  入苑者の健康状態及び運動能力を把握し、個別機能訓練計画書を作成した。可能な限

り健康の維持増進、ＱＯＬ（生活の質）の向上を目指し、医師、機能訓練指導員、看護

職員等との連携を密にし、計画的な機能訓練を実施した。 

（３）食事サービス 

  ① 摂取状況を観察するとともに、栄養士、看護職員等との連携を密にし、適切な食

事の提供を図った。 

② 摂取困難な入苑者に対しては、食事形態の変更等、誤嚥事故を防止する取り組み

を行った。また、咀嚼、嚥下機能を維持するため毎食前の嚥下体操や個別に応じ

た口腔ケアを実施した。 

③ 代替えメニューの提供を図るなど、個々のニーズに合わせる対応を行った。 

④ 入苑者の嗜好を調査し、「楽しみ」となる行事食を企画し、季節感を取り入れた行

事食、手作りおやつを提供した。また、誕生日となる方には昼食時、お膳の上に

お祝いメッセージを付け、夕食前には誕生会を利用者と職員全員で行った。 

⑤ 食欲がわく彩りと盛り付けに配慮するとともに、適時適温の食事の提供に努めた。 

⑥ 健康管理のため水分補給に注意を払った。 

⑦ 嚥下困難者にたいしては、トロミ剤の使用や、ポカリゼリー等の工夫にて摂取を

すすめた。 

（４）健康管理 

  入苑者の多様な疾患の実態を把握し、健康の保持増進を図るとともに、疾病の予防及

び異常の早期発見と日常の健康状態の把握に努め、常に主治医との連携を図るほか、必

要に応じ専門の医療機関の診察を受ける等、健康管理に万全を期した。また、インフル

エンザやノロウイルスによる感染症が、当施設において発生させないため衛生管理に一

層の注意を払い、その拡大防止に万全を期した。 

① 在宅療養支援診療所の診察   週１回実施（火曜日）   

② 健康診断  

入居前に健康診断を義務付けている。在苑の入苑者には１年に一度の機会を設け、

同意を得て平成２５年７月に実施した。（内容：胸部Ｘ線検査、尿検査、血液検査） 

③ 体重測定 

隔月で実施し、増減について個人ごとにまとめ、増減の大きい方については、主

治医、栄養士、介護職員等との連携を図り安定した体重維持に努めた。 

④ 予防接種    

入苑者に対してインフルエンザ予防接種を１１月に実施した。極力、接種を働き

かけた結果、入居者全員の接種につながった。 

⑤ 個々の排泄状況を把握し、健康管理を徹底するため、排便コントロール（下剤の

調整）及び水分摂取量の管理などに細心の注意を払い、体調の変化に対応した。 
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（５）職員の健康管理 

  ① 健康診断   夜勤勤務職員 年２回実施、その他の職員 年１回実施を計画し、

今年度は６月、１月に夜勤勤務職員への健康診断を実施した。 

  ② 検  便   直接処遇職員 年２回（７月・２月）、その他の職員 年１回、栄

養士 毎月 の検便を実施した。 

③ 予防接種   感染予防への取り組みから、職員に対してインフルエンザ予防接

種を１１月に実施した。極力、接種を働きかけた結果、全員の接

種につながった。 

  ④ 腰痛予防   腰痛予防腰ベルトを配布し、職員の身体介護への負担を軽減する

とともに、予防意識の向上に努めた。移乗用パワーリフターやス

ライディングシートを購入し、安全で安楽な移乗介助方法につい

ての指導を行った。 

２ 会議等 

（１）定例会議 

月１回開催し、事務連絡、各委員会報告、施設全体に共通する課題について協議

し、サービス向上のためのシステム作りを行った。また職員全員に周知徹底を図り、

意識の統一及び向上を図った。 

（２）チームケアミーティング 

    月１回開催し、業務に携わる基本的な看護、介護、栄養等の知識・技術について、

研究あるいは意見交換を行いケアの万全を期した。９月にはエアーマット、ポジシ

ョニング、体位交換について、外部から講師を招き勉強会を開催した。 

（３）フロアーチーム会議 

    多職種による構成にて隔月で開催した。年間目標及び個人目標を掲げ、それに向

けた企画、実施及び検討を行った。また、情報交換の場とし、業務の見直しに努め

た。 

（３）ケアカンファレンス   

６月、１２月を見直し月とし、ケアカンファレンスを実施した。また、介護状況

の変化に合わせたカンファレンスを適時実施した。 

（４）行事委員会 

月１回開催し、行事活動について協議し、月間及び年間計画の企画・実施につい

て、趣味や希望を取り入れた計画を策定し別表のとおり実施した。地域交流を深め

る行事として、秋祭りを開催した。また、長森幼稚園の他に東海第２幼稚園園児ら

とのふれあいの場を設けた。 

（５）給食委員会 

    各職種より委員を選び月１回開催し、栄養士、委託先の厨房チーフ及び担当マネ

ージャーとともに、献立や行事食に対する意見交換を行うとともに、委員から嗜好
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調査、残菜調査及び摂取状況等の報告を受け、よりおいしく、食べやすい食事を提

供できるよう検討を行った。 

（６）サービス向上委員会 

    月１回開催し、利用者目線を基準に生活の質の向上について検討した。委員の自

主的な提案により活気ある内容の会議となった。日頃の気づき、ひらめきを各委員

会のポストに入れ、その意見を検討し、入苑者の生活の質の向上及び職場環境の改

善に努めた。 

（７）事故検討委員会 

    年４回開催し、当月の事故報告書の再検討とヒヤリハットを検討、事例を分析し、

再発防止につなげた。身体拘束委員会も併せて開催し、拘束廃止に向けた取り組み

を検討した。また、必要時はその都度実施し、入苑者の安全に努めた。 

（８）感染委員会 

    年３回開催し、食中毒予防の取り組み（冷蔵庫点検、ポスター作り）インフルエ

ンザ、ノロウイルス等の感染症への対策（加湿対策、除菌対策）について協議、実

施した。また、医療学習会を必要時開催し、医療における職員の知識向上とスキル

アップにつなげた。 

（８）接遇委員会 

    年３回開催し、職員への意識調査アンケートや標語（スローガン）の作成を行な

った。職員の言葉遣いや接遇の苦情については、苑全体の問題と捉え緊急に会議を

開催し、対応策の周知徹底を図った。 

（９）防災委員会 

    年４回開催した。平成２５年９月に落雷事故の被害を受け、改めて防災計画を見

直し、必要物品の購入検討及び避難訓練計画の立案を行った。 

（10）安全衛生委員会 

    月１回、本部施設にて開催し、労働環境向上、労働災害事故予防についての話し

合いを行った。職場の安全・衛生スローガンを各階に掲げ、年間目標とし個々の安

全に努めた。また、４Ｓ活動を実施した。 

（１１）入苑者懇談会 

５月・８月・１１月・２月に開催した。入苑者同士の交流、ＱＯＬ（生活の質）

の向上を図るため、入苑者と職員が意見交換を行った。 

（１２）運営推進会議 

    ８月、１１月、２月に開催した。苑の事業報告や活動を紹介、地域の意見や他地

域の動向について各委員（地域代表者、市担当者、包括支援センター、家族、入苑

者）と意見交換を行い、より地域の方々との交流が深められる内容となった。 

３ 研 修 

   職員一人ひとりの資質の向上及び意識改革等を図るため、研修を実施した。 
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（１）苑内研修 

   月に１回、実施される本部の研修会に参加できるようにした。また欠席者に対して

は研修内容を回覧、確認を実施した。 

苑内で実施する定例会議内にて時間を設け、医療学習会等の自主研修を行った。 

（２）苑外研修 

   各機関が企画した研修会に職員を派遣した。 

   複数事業所連携事業の開催する研修会への参加を行った。 

   介護職員資質向上事業より職員の派遣を受け、多くの研修に職員を参加させること

ができた。 

４ 非常災害対策 

平成２５年９月に落雷事故により全館が停電し復旧に５時間を要した。緊急連絡網にて

全職員召集し大洞岐協苑にも応援を要請し、人員を増して非常対応を行なった。停電中は

室内温度が上昇し利用者の体調変化に神経を使いながら対応した。また、日没により明る

さが失われ、懐中電灯等で明かりを確保し安全に留意した。 

避難訓練は４月・１０月に実施した。特に１０月の訓練では、落雷事故後ということも

あり、職員が非常時にどう対応するか、どうすれば入苑者の安全を図れるかを学ぶため、

避難計画を見直し実施した。また、消防設備の保全及び整備点検に努め、全職員が周知で

きるため、業者による講習を実施した。 

 

５ 建物及び設備管理 

 建物及び設備等の保守点検を定期的に実施した。また、よりよい生活環境の確保を図る

ため、日々清掃を実施した。 

平成２５年９月に起きた落雷事故で電気設備、消防設備、テレビ受信設備、水道ポンプ

設備、インターネット環境設備に被害があり、修繕工事及び点検を行なった。 

平成２５年８月に施設の壁面上部に岐協福祉会のマスコットキャラクター（こころちゃ

ん）の看板設置工事及び堤防道路交差点に野立て看板を設置し、日野岐協苑の存在を外部

に対してアピールした。 

苑庭では、入苑者家族の協力も得て季節折々の花を育てており、入苑者も花の世話おこ

ない、苑外を散歩する機会も増えてきている。 

 


